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一般に国際労働移動において受入国の言語習得を余儀なくされる。移民は外国語習得に多額の投

資と多大の努力を行うが，その習得成果は外国語に関する個人の知識や能力だけでなく，学習環

境や個人が置かれた社会環境に付随するさまざまな条件により左右される（Kida, 2003）。この

種の研究は，これまで応用言語学や社会言語学で多くの研究がなされた成果が多数出版されてお

り，ことばの問題は移民研究において不可避な課題であると認識されている

（Faraco & Kida, 2001, 2008; Kida & Faraco, 2002, 2003; Kida, 2005b）。ことばはコミュ

ニケーションの道具である以上に，ある社会や文化圏のなかで規定されている社会文化的な所産

である。ある文化圏に属する人が別の文化圏に移動するということは，その文化とともに移動す

ることに他ならない。この時に観察される変化やその変化から類推される文化変容の条件・制限

には，ある論理や法則があろう。グローバル化する世界の中にある今日、移民などによる人の移

動やメディアの発達のおかげで異国の社会文化的事象が身近になり、文化均等化が進んでいる。

この中で見られる文化変容のプロセスを理解すことは、将来変化するものと不変のものを見極め

ながら明日の文化様相を見通すことができるかもしれないし，また、このプロセスの理解によっ

て、一文化の歴史が辿ってきた道を振り返りながら、現在を見つめ直すことも有意義だと思われ

る。また，ことばがもたらす社会問題も現在において顕在化しており，問題の所在を明確にする

ことが求められている。このような観点から，本発表では，移民のコミュニケーション問題に焦

点を当て，移民の言語習得の変遷を通して，受入社会や移民がどのような問題を抱えているのか，

またグローバル化が移民問題にどのような影響を与えているかという課題を考察するために，独

自に収集したデータを分析した研究をひとつの事例として報告する（Kida, 2005a）。 

 

主な研究対象はフランスに滞在する日本人である。比較対象として他の外国人（デンマーク人、

アメリカ人、アルゼンチン人、スペイン人だけでなくフランス人）もデータに含まれる。この研

究の特色は，言語よりも非言語の変遷に着目して分析を行ったことである。移民が外国語を習得

する過程で，どのように非言語が変化するか，その変化の中で何が読み取れるか，どのように社

会問題や文化変容と関連付けることができるか，というのが研究課題である。非言語を扱った研

究は，古代ローマ時代のキケロやクゥインチリアヌスに遡る一連の弁説学や、文学、哲学などの

中近世の文芸分野、文化人類学，民俗誌学、芸術史、異文化コミュニケーション，比較文化論、

視覚記号論、心理学、社会言語学、第二外国語獲得、外国語教育などの現代の学術分野にまたが

る（Kida, 2008）。本研究に直接関連する先行研究として，人類学者エフロン（Efron, 1972）

が行ったニューヨークのユダヤ人とイタリア人移民の非言語研究を挙げることができる。 

 

本研究は非言語というあまり例のないデータに基づいているので，独自の分析方法を考案する必

要がある。本発表ではこの分析方法を簡単に紹介し（Kida, 2006, 2009），どのようなデータを

採取したかにも触れる。被験者の個人情報として言語能力や滞在年数，年齢，使用言語，出身地

域などを含む。データは 400ページを越える言語コーパスや原データの音声映像データ，その他

被験者の個人的な動機，外国社会への同化問題，過去の海外経験などに関する体験談・証言を採

集した。これを統計により分析し，解読を試みたものが本研究の主旨である。 

 

本発表ではこの研究結果に照らして，次の点を考察する： 

１）外国語を習得する移民に非言語の変遷は見られるか？言語能力や滞在年数などと関係がある

か？ 

２）移民の社会生活と非言語の変遷との間に関係はあるか？ 

３）移民の出身地は非言語の変遷にどのように影響するか？ 



４）移民の非言語研究が，受入社会に何を示唆しているか？ 

５）グローバル化時代の文化変容をどのように理解すべきか？ 

 

結果として、ジェスチャーを通しての見られる外国人の非言語文化の変化は、実質的数量的レベ

ルでともに確認される。この変化の度合いは一般に言語運用能力や現地での社会経験年数に反映

している。しかし、説明しきれない例外が散見され、外国社会へ溶け込めない自分や文化的拒絶

などに由来する心的問題や、出身国での過去における外国文化との接触経験が影響している様で

ある。本研究の結論は以下のようにまとめられる。１）外国人の非言語の変化は習得された言語

運用能力に比例するが、言語と非言語は異なる変遷論理を持つ、２）非言語文化の変化には受入

国の文化との接触が不可欠である、３）外国生活に由来する社会心理的要因が文化的要素の習得

に影響し得る、４）これら個々の変遷の総体が、国や地域などの社会の中で変容する文化を構成

し、その変化の方向性を決める。このように、ある文化的要素が他の文化圏に移動する時の変化

は、内的要素や外的要素の複雑な絡み合いのなかで生まれ、その総体は時を経て現前する文化を

生成している。 
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